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性病にはどのようなイメージを
持っていますか? 
　性病は、いろいろな病気をまとめた呼び方で、唇のヘルペスも肝炎も

そのひとつです。パンツを下ろしてすること以外でもうつることはあります。

また、症状がないことも多いので、知らない間に相手にうつしてしまわ

ないよう、定期的に検査を受けることは大切です。

エイズでも大丈夫
　死んでしまう病気というイメージがありますが、それは違います。日本

は最新、最高の医療を受け続けられるので、何にでも挑戦することがで

きます。病気のことを正しく知って治療をすれば、誰かにHIVをうつし

てしまうこともありません。子どもをもうけて育てることもできます。

 「検査を」って思うことから始まる
　検査を受けようと考え向き合うことは、健康な生活のための知識を得

ること、健康チェックの機会となります。それは、あなただけでなく、あ

なたに関係する人たちの健康を守ることでもあります。たとえ検査の結

果が陽性であっても、あなたを支えてくれる人につながれますから、安

心してください。

イメージを
変えよう。これで解消！

検査の不安
フォローアップQ&A集

健康に
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検査キットを取り寄せたことや
検査を受けたことが、
会社にバレることはないですか? 
　会社は、社員の健康管理のために検査機会を提供するだけです。会社が関

わるのは、郵送検査キットの会社のサイトにアクセスするためのQRコードをお知

らせするところまで。そこからの申し込みはご自身の判断で行います。会社が全

員にキットを配る場合もありますが、これは誰が検査を受けたかわからないよう

にするための配慮です。検査を受けるかどうかは、やはりご自身の判断になります。

個人のスマホなどの端末からの申し込みは可能ですか? 
　会社所有の端末からアクセスすることに不安を感じる場合は、スマホなど個

人所有の端末からの申し込みをお勧めします。そうすれば、会社のサーバーに

記録が残ることはありません。

郵送によるHIV 検査キットはどこの会社のものですか? 
　郵送検査キットを提供している会社には、さまざまな企業があります。その中で

も私たちが選択したのは、信頼できる企業の１つであるアルバコーポレーションです。

今回の検査キットは何がわかる検査ですか? 
　ここで提供する検査はスクリーニング検査です。あくまで感染している「可能

性がある」かどうかを調べるものです。

結果を確認する際に気をつけることは何ですか? 
　感染していなくても、陽性という結果が出ることもあります。したがって、こ

のスクリーニング検査で陽性の可能性が示唆された場合は、本当に感染してい

るかどうか確認する検査を病院や保健所で受ける必要があります。

研修、講演時のQ&Aから 検査はどれくらい信用できるのですか? 
　本スクリーニング検査は信頼のおける検査会社に委託しています。十分な血

液がろ紙に染みこんでいれば、精度は病院で検査をするのと同等なので、確実

性が高いです。

結果の通知は、どのような方法があり得るのですか? 
　検査キットの結果の送付先として、自宅以外も含めた住所をあなた自身で指

定することが可能です。また、郵便局留めを選択することもできます。

結果は本当に会社に伝わらないのですか? 
　会社は社員が申し込んだかどうかだけでなく、検査の結果についても一切知

ることはできません。

心配、不安になったとき、相談できる場所はありますか? 
　NPO法人ぷれいす東京による、電話やメールでの不安相談を利用することが

可能です。最適な病院さがしや、お金はどれくらいかかるのか、といったことを

相談できます。また、梅毒で陽性という結果が出た場合でも、受

診可能な病院を一緒に探すお手伝いをします。なお、郵送検査キッ

トの会社が提供している相談サービスもご利用いただけます。

HIVの治療費は高いと聞きましたが、
実際のところどうなのでしょうか? 
　健康保険が使えます。また、医療費の助成制度があるので、少ない自己負担

で最先端の治療を受けることができます。医療機関やNGOなどの支援もありま

すので、治療しながら、HIVに感染する前と同じ生活を送ることも可能になりました。

治療法の開発状況はどうなっていますか?　
治るようになるのですか? 
　現在のところ、完全に体内からウイルスを追い出すことはできず、治癒はでき

ません。残念ながら、感染を予防するワクチンも開発されていません。ただし、

毎年新しい薬が発売され、治療についてはより良い選択肢が増えています。


